
  

 6月3日（金）から10日（金）まで、第74回長崎県高

等学校総合体育大会いわゆる高総体が「挑め！熱き仲

間と頂点へ」のスローガンのもと、県内7市3町61会場

で行われ、本校からは10競技196名の選手たちが参加

しました。また、3年ぶりに総合開会式も開催され、

テニス部と卓球部が力強い行進を行い、また本校のバ

トン部も行進の先頭で花を添えてくれました。成績

は、団体ではバレー部男子が3位、ベスト8にバスケッ

ト女子、卓球女子、個人では水泳部で6種目5名が九州

大会へ出場という結果でした。それぞれが各部や南高

の誇りと周りの方々への感謝の気持ちをもって競技に

臨み、自分たちが目標にあげた結果を目指して懸命に

戦ってくれたと思います。保護者のみなさんをはじ

め、日頃お世話になっている関係者の皆様に改めてお

礼申し上げます。 

 さて、熱かった高総体も終わり、3年生はいよいよ

本格的な受験モードに変わっていきます。高総体後の

学年集会で私から次のようなことを生徒に話しました

ので、保護者の皆様にもご理解とご協力、そして生徒

の後押しをお願いしたいと思います。 

 

 3年になって70日が過ぎ、共通テストまで219日。約 

1／4は過ぎた。ここからは、自分の人生に大きくかか

わる9か月の勝負になる。 

 部活動は自分が好きな競技。勉強は好きな科目だけ

でなく嫌いなものもやらなくてはいけない。 

 自分が試される。やるのも自分、やらないのも自

分。責任は自分で取ることになる。環境のせいにして

も意味はない。 

 自分に嘘はつけない。さぼったことも、頑張ったこ

とも自分は知っている。 

 本気で自分の将来と向き合う時が来ている。可能性

はみんなにある。 

 環境を整える（自分の志望校の赤本を置く、スマホ

の使用を制限する） 

 決意を形にする（学習時間、寝る時間、起きる時間 

三点固定など） 

 言い訳を作らない（高総体、ｺﾝｸｰﾙ、体育祭など） 

 長期的、中期的、具体的に計画を立てる。（どの教

科を、何点ＵＰさせる、その方法は） 

 志望校を落とすのはいつでもできる。今は上、上を

目指してがんばる。 

 

東井義雄（とおいよしお）の「心のスイッチ」  

 人間の目はふしぎな目 見ようという心がなかった

ら 見ていても 見えない 人間の耳はふしぎな耳 聞こ

うという心がなかったら 聞いていても 聞こえない 

 頭もそうだ はじめから よい頭 わるい頭の 区別が

あるのではないようだ  

 「よし、やるぞ！」と 心のスイッチが入ると 頭も 

素晴らしいはたらきをしはじめる 

 心のスイッチが 人間を つまらなくもし すばらし

くもしていく 

 電灯のスイッチが 家の中を明るくし 暗くもするよ

うに 
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校長室の窓から 「 高総体、そしてその後   」 

  

令和４年長崎県高校総合体育大会  

「挑め！熱き仲間と頂点へ」のスローガンのも

と、６月３日（金）～６月１０日（金）の期間に長

崎県高等学校総合体育大会が開催されました。今年

度は３年ぶりに総合開会式も実施され、本校からは

伊藤教頭先生を団長に男女テニス部と男女卓球部が

学校を代表して行進に参加し、立派な行進を披露し

てくれました。６月４日（土）からの競技において

は、本校の体育部に所属する生徒たちが県内各地で

熱い戦いを繰り広げてくれました。今年度の高総体

は３年ぶりの有観客試合で行われ、競技によっては

一般生徒の応援も可能ということで、６月６日

（月）には佐世保市体育文化館で行われた男子バ

レーボール部の準々決勝と準決勝に多数の生徒が応

援に駆け付け、南高一丸となり選手たちを後押しし

てくれました。 

主な結果は、団体種目では男子バレーボール部が

第３位、女子バスケットボール部と女子卓球部がベ

スト８という成績を収めました。個人種目では、水

泳競技の戸上倫太朗くんが男子１００ｍ背泳ぎと男

子２００ｍ背泳ぎで第２位、関銀士くんが男子２０

０ｍバタフライで第２位、井石瑠七さんが女子１０

０ｍ自由形で第３位、女子５０ｍ自由形で第４位と

いう成績で九州大会への出場権を獲得しました。ま

た、男子４×１００ｍメドレーリレーでも第６位に

入り、九州大会に出場します。九州大会に出場する

選手たちの健闘を祈ります。 

 

二学年主任

重松

【主な結果】 

●バレーボール（男）   第３位 

●バスケットボール（女） ベスト８ 

●卓球（女）       ベスト８ 

●水泳（男） 第２位 100ｍ背泳ぎ    

          戸上倫太朗（九州大会出場） 

       第２位 200ｍ背泳ぎ    

          戸上倫太朗（九州大会出場） 

       第２位 200ｍバタフライ  

          関 銀士 （九州大会出場） 

       第６位 4×100ｍメドレーリレー    

       戸上倫太朗・宮地希翔・関 銀士・吉村尚之助 

                         （九州大会出場） 

    （女） 第３位 100ｍ自由形    

          井石 瑠七（九州大会出場） 

        第４位  50ｍ自由形    

          井石 瑠七（九州大会出場） 



 

 

 

 
    

５月７日（土）に、令和４年度育友会総会を計

画していましたが、新型コロナウイルス感染拡大状

況により、総会は昨年度同様書面での決議となりま

した。しかし、学年育友会は、会場を分散し感染防

止対策を徹底しながら行うことができました。約２

００名の保護者の皆様にお集まりいただきました。

ありがとうございました。 

 学年育友会では、第３学年は進路に関する説明や

成人年齢の引き下げなどについて、第２学年は進路

に関する情報や修学旅行などについて、そして第１

学年は、入学後の生徒の様子の紹介や新しい学習評

価、文理選択などについて説明いたしました。その

後、学級懇談会も行われ、クラスの現況報告や担任

との個別面談などで、一層本校に対する理解を深め

ていただいたように感じます。 

今後とも本校教育活動へのご理解とご支援をよ

ろしくお願いいたします。 

育友会総会・学年育友会  

  

スクールカウンセラー講話  

 ６月１６日（木）、体育館において、本校のス

クールカウンセラー樋口昌巳先生による講話が行わ

れました。本校では毎年、「長崎っ子の心を見つめ

る週間」を「心キラッと南高旬間」と位置づけ、地

域に信頼される学校づくりや教育環境の整備、命を

大切にし、いじめをしない思いやりのある心の育成

に取り組んでおり、この講話もその取り組みの一つ

として実施されました。昨年度は新型コロナウィル

ス感染拡大のため実施できなかったので２年ぶりの

実施となりました。 

 感染予防のため１，２年生と３年生で時間帯を分

け、「こころとストレス」というテーマでお話があ

りました。そもそも「こころ」とは何なのか、「ス

トレス」とは何なのかという、少し専門的な内容か

ら始まり、錯視効果のある画像を用いて、「物の見

え方」と「脳の働き」などについて詳しく教えてい

ただきました。暑い中にもかかわらず、生徒たちは

スクリーンの画像を興味深そうに見ていました。特

に、こころは何かストレスを感じた時、まず悪いこ

とを考える傾向があり、さらに負のスパイラルに陥

ることになることもあるという話には、真剣に耳を

傾ける姿も見られました。 

 コロナウィルス感染拡大で生活様式が一変する状

況にはなりましたが、「どうせ」「やっぱり」のマ

イナス言葉からは少し距離を置いて、「行動を起こ

して、こころを元気に」して高校生活を有意義なも

のにしてほしいと心から思いました。 

 なお、樋口先生はほぼ毎週木曜日に来校されてい

ます。話を聞いてもらいたいなぁと思った人は、予

約が必要になるのでまずは担任の先生に申し出てみ

てください。 

 心が窮屈になる前に、みんなの心に寄り添える相

談室でありたいと思います。 

 

 

  

 

 

７月行事予定 
 

７月 ２日（土）Sプロ（３年） 

   ９日（土）対外実力（１・２年） 

        対外記述模試（３年） 

  １１日（月）～１５日（金）三者面談（３年） 

  １６日（土）Sプロ（３年） 

  １９日（火）校内大会 

  ２０日（水）第１学期終業式 

 

 

 

２１日（木）～２８日（木）三者面談（１・２年） 

２１日（木）～２２日（金）授業日 

２５日（月）～２８日（木）授業日 

２９日（金）第１回 オープンスクール 

  

   ※コロナウイルス感染拡大防止のため 

   急に変更になる場合がございます。 

 

前期生徒総会   

 ５月１８日（水）、前期定例生徒総会がオンラインで実施さ

れました。 

議案は「前期生徒会活動方針案」「令和３年度生徒会費決

算報告および令和４年度生徒会費予算案審議」「校則見直しに

ついて」で、初のオンラインで実施しましたが、滞りなく進行

し、全ての議案が承認されました。  

 美化コンクール  

 テーマ「生徒でつくり上げる快適な学校環境」の

もとで、生徒職員一体となって集中的に清掃活動に

取り組み、美化意識を高め、学習に適した教育環境

をつくる目的で始まりました。学級単位での通常清

掃活動と、美化委員および保健相談部職員による評

価のもとで、４日間の各学年の成績・総合成績の順

位を決定し、各学年２位までと総合優勝の表彰を後

日実施します。 

 結果発表は６月２０日（月）昼休み、放送で行わ

れ、以下のような結果となりました。 

 

 １学年：優勝 １組    ２位 ４組  

 ２学年：優勝 ４組・６組  

 ３学年：優勝 ３組     ２位 ２組 

   総合優勝：３年３組 

 

 総合優勝となった３年３組の学級には、７月中の

いずれか一週間の掃除時間の音楽決定権が与えられ

ます。どんな曲が選曲されるのか楽しみです。 

この期間中、学級での掃除に対する高まった協力

態勢を通常の清掃活動でも継続させましょう。  


